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内容

⚫処分地選定のプロセスと文献調査の現状

⚫文献調査、および評価プロセスの課題



処分地選定のプロセス

⚫2017年7月：科学的特性マップの公表

⚫2020年11月：北海道（寿都町、神恵内村）で文献調査開始

エネ庁



科学的特性マップ（2017.7）

⚫火山、活断層、隆起・侵食、地温、鉱
物資源の観点から好ましくない特性が
推定される領域を提示（オレンジ、シ
ルバー）

⚫上記以外を緑で表示（好ましい特性が
確認できる可能性が高い地域）
➢ 緑のうち、沿岸から20㎞は輸送面でも
好ましい地域（濃い緑）

⚫目的：地層処分の実現のため、日本の
地質環境等について、多くの方々に関
心を持っていただく

エネ庁資料



文献調査の現状

神恵内村
（かもえない）

寿都町
（すっつ）

2020年～



https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/genshiryoku/chiso_shobun/20230622_report.html



https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/genshiryoku/chiso_shobun/20230622_report.html



文献調査結果の評価の考え方
（要件の具体化の考え方）

⚫「地層の著しい変動」について
➢断層等、マグマの貫入と噴出、熱水活動、火山性熱水や深部流体の
移動・流入、侵食

①「記録がない」「おそれが少ない」➔最終処分法の要件

②「記録がある」「おそれが多い」ことが「明らか」、
もしくは「可能性が高い」

➢②を特定する方が評価の確実性が高い

➢考慮期間は将来10万年程度
NUMO資料を基に整理



「文献調査段階の評価の考え方（案）に対する
技術的・専門的観点からの評価

「ＷＧは、（中略）、提示された基準が適切に設定されているものと評価した。」

資源エネルギー庁
https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/genshiryoku/chiso_shobun/20230622_report.html



文献調査の課題



対話の場説明資料（抜粋）（寿都町）

第 16回寿都町「対話の場」(23/5/9)資料（NUMO）

南北約16ｋｍで60度西傾斜の逆断層（岡村2023）

トレンチ調査で変動が明らか（岡村2023）

磯谷溶岩は230万年前の岩脈の上位に（岡村2023）



対話の場説明資料（抜粋）（寿都町）

第 16回寿都町「対話の場」(23/5/9)資料（NUMO）

「分からないので先に
進む」とも読める



対話の場説明資料（抜粋）（神恵内村）

第 12回神恵内村「対話の場」(23/２/７)資料（NUMO）

豊浜トンネル崩落事故（1996）
➔未固結堆積物に匹敵

豊浜トンネル

水冷破砕岩主体の不均質で脆弱な地質



対話の場説明資料（神恵内村）

第 13回神恵内村「対話の場」(23/3/29)資料（NUMO）

「分からないので先に
進む」とも読める



専門家の評価の例

寿都町

神恵内村

約２ｘ３㎞2の領域

⚫ 千木良（2023）
➢ 処分場が新第三紀火山岩類の複雑な

地質と遭遇する可能性
⚫ 岡村（2023）
➢ 水冷破砕岩は脆弱で不均質
➢ 断層帯の活動範囲の過小評価
➢ 認定されていない第四紀火山の存在



段階的なサイト選定の進め方

地層処分技術WG（2017）、包括的技術報告書

⚫「サイト選定の初期段階で
は、（中略）サイトの調査
によって得られる情報や
データも限定的であること
から、本報告書で示した一
般論としてのセーフティ
ケースを基本形として適用
しつつ、（中略）サイト固
有のセーフティケースに
徐々に移行する・・・」

（包括的技術報告書(7.4.2）



包括的技術報告書
⚫NUMOによる地層処分のサイト調査、
処分場の設計・建設・操業・閉鎖、閉鎖
後長期間の安全性確保の方策について、
これまでに蓄積された科学的知見や技術
を統合して包括的に説明したもの

➔セーフティケース

NUMO（2021）



文献調査と評価プロセス

⚫評価の考え方は文献調査に先立って策定されるべきではなかったか？
⚫文献調査結果の評価は、いつ？どのように？
⚫対話の場での文献調査結果の説明は納得されるよう熟議を

1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4

文献調査

評価の考え方

文献調査結果の評価

対話の場

2020 2021 2022 2023 2024

実際 理想



まとめ

⚫「評価の考え方」の現地への適用

➢“地下深部のデータが少なく、十分な評価のためには、現地調査によ

るデータの取得が必要”➔科学への不信感につながらない評価基準

➢NUMOセーフティケース（ひな形）の文献調査段階での適用

➔概略的な安全評価等によるサイトの理解度の提示

⚫文献調査と評価プロセスの進め方の適切性

➢「評価の考え方」は文献調査に先立って策定すべき（評価の透明性）

➢文献調査結果の評価は、第三者委員会含め、様々な立場の意見を

⚫文献調査結果に関する市民への納得性のある説明と熟議
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